
平成29年度第3 回理事会・議事録 

 

１．開催日時 平成29年6月1日 19時00分～21時15分 

２．場所  品川区東大井5-18-1 品川区立総合区民会館 きゅりあん 

３．出席者  青木（義）、青木（幸）、桐山、鈴木、高井、高木、川原田、羽入 

吉田（幸）、吉野、箕田、佐川、増野、中林【司会】、直【書記】 

以上15名（敬称略） 

４．内容 

４－１ ディアスロン大会報告（青木氏） 

・申込みが55名で、当日出場選手数が28名。雨の中とはいえ、欠席者30名は想定外であった。 

・収入605,000円、支出548,906円、差引56,094円の黒字と、どうにかプラスの収支になった。 

・雨によりコース上は人がいなく、貸切状態であった。低体温症の選手が1名発生。一時的には痙攣状

態で心配したが、車中で暖を取らせ、30分後には元気になった。いい経験になった。 

⇒雨の日のレースではキャンプ用のバーナーを持ってきて、すぐにお湯を沸かせるようにする。お湯の

入ったボトルを選手に抱かせると低体温症からの回復が早い。 

・当日の役割を割振りしていたが、漏れがかなりあった。 

 倉庫の鍵が開かずに、カラーコーンが出せなかった。 

 バスの登り坂の折り返しなど、各ポイントは全員が知っておいてほしい 

 バイクを止めちゃうと転倒の危険があるから止めないでほしい 

 桜水門の折返しは、坂を登り切った所なのに、坂の途中にコーンが置いてあった。非常に困る。 

 アンクルバンドの当番が、当日居なかった。 

⇒当日の役割はちゃんとやってほしい。誰が何をやるとは言わないから、各自、自発的に動いてほしい。

お弁当とか、ゴールタオルとか。夏は150人来る。例えばバイクコース担当者は、バイクの次は何をす

るのか、自覚をもって動いてほしい。 

・選手から質問が来たら、的確に答えてほしい。担当ではなくても全てをしっかり把握しておいてもら

いたい。 

 

４-２宮古島大会（青木氏） 

・感想文が集まらず、苦労した。今年は1500人のうち、ATC会員は最低数であったので、寂しい大会で

した。来年はとにかく申し込んでもらいたい。 

 

４-３合宿報告（羽入氏） 

・千葉支部主催で5/28、29に実施。参加者11名。 

初日は135ｋｍ、二日目は80kmバイク練習した。 

天候は丁度良かった。 

ランとスイムは時間的余裕がなかった。 

 

４-４白石峠バイク練習（高井氏） 

・6月11日実施予定。7：30スタート。140ｋｍ。 

雨天の連絡先は高井氏まで。 

 

４-５理事交通費（青木氏） 

・1月から6月までの「前期分」の交通費を本日6/1に配布した。 

「後期分」は12月に配布します。 

 

４-６会員継続（青木氏） 

・90名の会員は、継続しています。 

 

４-７大会予定者 

＜徳之島大会＞ 

前田さん、川原田さん、高木さん、三浦さん、青木さん、羽入さん、加藤のぶ子さん 

＜佐渡大会（Ａタイプ）＞ 

高木さん、佐川さん、高井さん、佐藤さん、箕田さん 

＜佐渡大会（Ｂタイプ）＞ 

三浦さん、徳永さん、西沢さん、池田さん 



 

４-８ＡＴＣカップ応募状況（青木氏） 

・5月末で25名の申し込みが来ている。ちなみに昨年は同時期に31名来ていた。 

・トライアスロン大会で一番多い事故は水泳である。ＡＴＣカップも、遅いスイマーは、安全のため上

げさせてもらう。 

⇒（羽入氏）横浜大会では、本番の前に100ｍ試泳させてから泳がせていたが、自信のないスイマーは

棄権していた。この手法は良いと思った。 

 

４-９増野さんからのお願い 

・人工関節の手術をして 2週間経ちました。 

今は走れませんし、人工関節が摩耗してしまうので、今後も走れないと思います。 

自分自身がトライアスロンを出来ない中、選手を応援する気持ちになれません。 

ここで区切りをつけて、ＡＴＣ会員を退会させてください。 

＜一同拍手＞ 

 

 

次回理事会は 8月 3日、きゅりあんの「５階」です。 

 

 

以上 


